
京都銀行協賛事業

高等研公開講演会
こころをつなぐコミュニケーション

～ことばと表情の認知科学～

★講演会ご参加には、事前申込の必要はありません。
★定員を超えた場合、TVモニターでご覧になっていただく場合があります。
★駐車場はご用意しています。係りの指示に従ってご駐車ください。
★公共交通機関ご利用の場合	 けいはんな記念公園バス停下車　南へ徒歩５分
　祝園駅（奈良交通バス36.47系統）	 [13時 09分 ,20分 ,39分 ] 発→けいはんな記念公園バス停　下車
　学研奈良登美ヶ丘駅（奈良交通バス47系統）[13時 06分 ,36分 ] 発→けいはんな記念公園バス停　下車

〒619-0225  京都府木津川市木津川台９丁目3番地 (財)国際高等研究所「吉川講演会」係
TEL：0774-73-4000　FAX：0774-73-4005　E-mail：lec1024@iias.or.jp<日・月・祝休>

日　　時
2009年10月24日（土）

14：00 ～ 16：00（開場：13：30）

テーマ

問合せ先

講　　師
吉川 左紀子 氏

（京都大学 こころの未来研究センター センター長） 

関西文化学術
研究都市

高等研　秋の風景

会　　場
国際高等研究所  レクチャーホール

●対象：高校生以上　●入場：無料　●定員：150 名



こころをつなぐコミュニケーション
～ことばと表情の認知科学～ 

公開講演会 http://www.iias.or.jp/
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国際高等研究所

■交通のご案内 近鉄京都線：新祝園（しんほうその）駅※急行停車
JR学研都市線：祝園（ほうその）駅下車、タクシーにて7分。
又は奈良交通バス「光台循環内回り」「学研奈良登美ケ丘駅行」
にて“けいはんな記念公園”下車、南へ徒歩5分。
近鉄京都線：山田川駅※普通のみ停車
下車、タクシーにて7分。又は奈良交通バス「木津川台住宅行」にて
終点下車、西へ徒歩5分。
けいはんな線：学研奈良登美ヶ丘駅下車、
奈良交通バス「祝園駅行」にて“けいはんな記念公園”下車、南へ徒
歩5分。

■鉄道ご利用の場合
◎

◎

◎

京都方面より
京奈和自動車道「精華学研IC」を出て右折、
精華大通りを西へ1ｋｍ、T字路を左折200m
奈良方面より
R163より府道八幡・木津線北上、近鉄木津川台住宅地前交差点
左折（左折車線あり）約2km直進

■お車ご利用の場合（駐車場有ります）
◎

◎

●奈良交通バス 時刻／料金お問い合わせ
奈良交通テレフォンセンター  TEL.0742-20-3100

●講師　吉
よしかわ

川 左
さ き こ

紀子 氏 	 京都大学こころの未来研究センター長
	 1954 年　	 北海道苫小牧市で生まれる
	 1977 年 	 京都大学教育学部教育心理学科卒業 
	 1982 年 	 京都大学大学院教育学研究科博士課程認定退学 
	 1989 年 	 追手門学院大学文学部助教授 
	 1989 年～ 1990 年　英国ノッティンガム大学客員研究員として在外研究
	 1997 年 	 京都大学教育学部助教授 
	 2002 年 	 京都大学大学院教育学研究科教授 
	 2007 年 	 京都大学こころの未来研究センター教授（センター長） 

●講演要旨
ことばや表情を通して、人と人は多くの情報をやりとり

し、お互いの気持ちを伝え合うことができます。最近の認
知科学・脳科学研究から、人には恐怖や怒りの表情を敏感
に察知する仕組みがあることや、笑顔と信頼感の間に密接
な関係があることなどが分かってきました。コミュニケー
ションにおける表情の機能とは何なのか、携帯電話やメイ
ルでは発揮することのできない、「こころの動きを表す表情
とそれを感知するこころのはたらき」の重要性についてお
話しします。

もうひとつの話題は「対話」です。対話には、単に情報
のやりとりだけでなく、問題解決を促したり、新しい発想
をもたらす「発見的な機能」があります。こころの未来研
究センターでは、熟練のカウンセラーと共同で、カウンセ
リング対話を題材にした実証研究を行っており、対話にお
ける「聞き手の役割」を科学的に解明しようとしています。
そうした成果を手掛かりにして、こころをつなぐコミュニ
ケーションについて、お話ししたいと思います。

認知心理学，認知科学 

略歴

専門

著書 著書・論文：◦吉川左紀子(2007).表情認知と感情.藤田和生(編 ),感情科学京都大学出版会,◦吉川左紀子(2005).顔・表情の認知研究：最近の進展.科学,75,
◦ Yoshikawa, S., & Sato, W. (2008). Dynamic facial expressions of emotion induce representational momentum. Cognitive, 
Affective, and Behavioral Neuroscience, 8, 25-31. ,◦Nagaoka, C, Komori, M., & Yoshikawa, S. (2007). Embodied synchrony in 
conversation. In T. Nishida (ed.), Conversational Informatics.Chichester, UK: Wiley. ,◦Yoshikawa, S., & Sato, W. (2006). Enhanced 
perceptual, emotional, and motor processing in response to dynamic facial expressions of emotion. Japanese Psychological 
Research.

恐怖表情知覚時の脳活動
（動画条件と統制条件の差分）
右図は前頭前野の活動を 
示している


